
海
外
か
ら
の
視
察 

二
月
二
十
二
日
、
上
海
社
会
科
学
院
の

顧
鴻
雁
博
士(

若
く
て
す
ご
い
美
人)

と

名
古
屋
大
学
の
高
野
雅
夫
教
授
が
千
枚

田
を
訪
れ
た
。 

顧
鴻
雁
さ
ん
は
二
月
に
日
本
で
フ
ィ

ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
行
う
た
め
来
日
。
研
究

テ
ー
マ
は
日
本
の
農
村
景
観
保
護
政
策

と
中
国
へ
の
啓
発
で
、
里
山
に
関
す
る
農

村
経
済
発
展
と
環
境
保
護
は
日
本
で
ど

う
両
立
し
て
展
開
さ
れ
る
か
に
つ
い
て

政
策
と
実
情
を
調
べ
、
中
国
へ
の
示
唆
を

検
討
し
た
い
考
え
だ
そ
う
で
あ
る
。  

棚
田
は
日
本
の
代
表
的
農
村
景
観
要

素
で
あ
り
、
中
山
間
地
域
で
耕
作
放
棄
地

が
高
齢
化
な
ど
に
よ
っ
て
ど
ん
ど
ん
増

え
て
い
る
な
か
、
耕
作
を
維
持
し
農
村
景

観
を
保
全
す
る
の
は
行
政
と
民
間
の
協

働
が
必
要
で
、
関
連
政
策
や
都
市
農
村
交

流
、
棚
田
ブ
ラ
ン
ド
の
開
発
な
ど
の
取
り

組
み
を
研
究
し
た
い
意
向
だ
そ
う
で
す
。 

四
谷
の
千
枚
田
に
関
し
て
は
、
次
の
項

目
に
つ
い
て
質
問
が
あ
っ
た
。 

問
① 

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度

に
つ
い
て 

回
答
① 

三
期
十
五
年
継
続
し
て
い
た

が
、
一
期
五
年

の
制
約
が
あ

ま
り
に
も
厳

し
く
、
継
続
を

断
念
し
た
。
そ

も
そ
も
、
こ
の
制
度
は
全
国
棚
田
サ
ミ
ッ

ト
に
お
い
て
日
本
の
原
風
景
の
保
全
継

承
を
目
的
に
地
道
に
要
望
、
制
度
化
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
が
、
期
間
内
に
集
落
協
定

の
一
員
が
病
な
ど
で
耕
作
放
棄
で
も
し

た
ら
連
体
責
任
で
全
額
返
還
、
皆
に
迷
惑

が
掛
か
る
こ
と
を
懸
念
、
「
あ
り
が
た
い

制
度
」
で
あ
る
が
四
期
目
は
断
念
し
た
。 

問
② 

ふ
る
さ
と
、
水
と
土
ふ
れ
あ
い
事

業
に
つ
い
て 

回
答
② 
こ
の
事
業
が
実
施
さ
れ
た
こ

と
で
現
在
の
「
四
谷
の
千
枚
田
」
が
あ
る
。 

急
傾
斜
の
厳
し
い
条
件
の
耕
作
も
農
道

が
で
き
た
こ
と
で
作
業
効
率
も
抜
群
に

ア
ッ
プ
、
耕
作
意
欲
も
湧
き
、
棚
田
保
全

の
継
続
に
繋
が
っ
た
。
も
し
、
こ
の
事
業

が
な
か
っ
た
ら
「
四
谷
の
千
枚
田
」
も
耕

作
放
棄
地
に
な
っ
て
い
た
と
思
う
。 

問
③ 

美
し
い
農
村
再
生
支
援
事
業
に
つ

い
て 

回
答
③ 

棚
田
の
美
し
い
景
観
や
伝
統

等
の
総
合
的
な
付
加
価
値
を
蘇
ら
せ
、
農

村
の
活
性
化
を
支
援
す
る
制
度
で
あ
る

こ
と
は
認
識
し
て
い
る
が
、
戸
々
の
耕
作

面
積
も
少
な
く
、
生
産
性
も
少
な
い
た
め
、

な
か
な
か
手
を
挙
げ
ら
れ
な
い
。 

問
④ 

都
市
農
村
交
流
：
棚
田
オ
ー
ナ
ー

制
度
、
ま
た
は
ふ
れ
あ
い
広
場
な
ど
の
施

設
の
整
備
や
棚
田
サ
ミ
ッ
ト
の
開
催
が

も
た
ら
さ
れ
る
効
果
な
ど 

回
答
④ 

地
元
小
学
校
・
豊
橋
調
理
製
菓

専
門
学
校
・
新
城
高
校
農
業
ク
ラ
ブ
等
の

稲
作
体
験
、
ま
た
、
地
元
企
業
横
浜
ゴ
ム

の
新
人
幹
部
研
修
、
生
物
多
様
性
観
察
会

な
ど
積
極
的
に
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
お

田
植
え
感
謝
の
夕
べ
や
収
穫
感
謝
祭
な

ど
を
行
う
こ
と
で
地
域
、
都
市
住
民
に
癒

し
の
空
間
と
し
て
好
評
を
博
し
て
い
る
。 

 

棚
田
サ
ミ
ッ
ト
を
開
催
し
た
こ
と
で

知
名
度
も
高
ま
り
、
観
光
客
が
増
大
し
た
。 

棚
田
オ
ー
ナ
ー
制
度
に
つ
い
て
は
、
興

味
本
位
や
お
遊
び
に
手
伝
っ
て
い
る
世

話
役
が
い
な
い
た
め
実
施
し
て
い
な
い

が
、
コ
メ
作
り
全
部
を
任
せ
ら
れ
る
小
作

人(

制
度
？)

を
取
り
入
れ
、
遊
休
、
休
耕

対
策
を
講
じ
て
い
る
。 

問
⑤ 

棚
田
ブ
ラ
ン
ド
の
開
発
：
棚
田
米
、

関
連
製
品
の
販
売
な
ど 

回
答
⑤ 

耕
作
面
積
が
三
・
六
㌶
で
、
余

剰
米
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
常
備
米
な
ど
に

蓄
え
て
い
た
古
米
を
製
菓
業
「
八
雲
だ
ん

ご
」
さ
ん
に
出
荷
、
「
四
谷
の
千
枚
田
五

平
餅
」
と
し
て
道
の
駅
や
郵
便
局
の
季
節

限
定
宅
配
、
パ
ン
フ
や
ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル

は
私
の
写
真
や
文
章
を
ベ
ー
ス
に
作
成

し
た
も
の
で
あ
る
。 

問
⑥ 

行
政
と
民
間
の
協
働
体
制
：
棚
田

景
観
の
保
全
へ
の
取
組
や
「
重
要
文
化
的

景
観
」
の
指
定
を
目
指
す
準
備
な
ど 

回
答
⑥ 

「
重
要
文
化
的
景
観
」
の
指
定

に
つ
い
て
は
「
四
谷
の
千
枚
田
だ
よ
り
」

五
十
一
号(

平
成
十
九
年
十
一
月)

で
提

言
し
た
も
の
の
、
反
応
は
な
か
っ
た
。 

 

最
近
に
な
っ
て
、
ア
フ
リ
カ
共
和
国
、

ベ
ト
ナ
ム
、
中
国
な
ど
外
国
か
ら
の
視
察

者
が
や
け
に
多
い
し
、
コ
メ
作
り
に
熱
心

で
も
あ
る
。 

 

同
行
し
た
高
野
先
生
は
「
だ
い
ず
先
生
」

で
有
名
な
お
方
で
、
人
は
百
ワ
ッ
ト
で
生

き
ら
れ
る
～
だ
い
ず
先
生
の
自
家
発
電

「
三
十
Ｗ
生
活
」
～(

単
行
本)

、
坂
折
棚

田
や
他
地
域
の
棚
田
再
生
、
ま
た
、
小
規

模
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
実
践
に
も
取
り

組
ま
れ
て
い
る
素
晴
ら
し
い
尊
敬
に
値

す
る
先
生
で
あ
る
。 

             

四
谷
の 

 
千
枚
田
だ
よ
り 
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三
遠
南
信
サ
ミ
ッ
トin

信
州 

 
二
月
十
五
日
、
第
二
十
四
回
三
遠
南
信

サ
ミ
ッ
ト
が
飯
田
市
文
化
セ
ン
タ
ー
を

会
場
に
開
催(
千
人
規
模)

さ
れ
た
。  

三
遠
南
信
サ
ミ
ッ
ト
は
、
県
境
を
越
え

た
こ
の
三
遠
南
信
地
域
を
一
体
的
に
振

興
す
べ
く
、
地
域
住
民
、
大
学
・
研
究
機

関
、
経
済
界
、
行
政
が
一
堂
に
会
し
、
そ

れ
ぞ
れ
の
活
動
状
況
や
今
後
の
三
遠
南

信
地
域
の
展
望
に
つ
い
て
、
情
報
や
意
見

を
交
換
し
、
議
論
を
行
う
も
の
で
あ
る
。 

 

会
議
に
出
席
し
て
南
信
州
は
飯
田
線

を
利
用
し
た
豊
橋(

三
河)

と
の
繋
が
り

の
大
き
さ
を
感
じ
た
。
中
央
道
開
通
後
は

名
古
屋
へ
、
リ
ニ
ア
が
開
通
す
れ
ば
名
古

屋
、
東
京
は
通
勤
圏
に
な
る
な
ど
、
時
代

の
変
貌
が
伺
わ
れ
、
興
味
を
誘
っ
た
会
議

で
あ
っ
た
。 

片
山
右
京
さ
ん
来
訪 

 

三
月
三
日
、
日
本
を
代
表
す
る
元
Ｆ
１

レ
ー
サ
ー
片
山
右
京
さ
ん
が
千
枚
田
を

訪
れ
た
。
訪
れ
た
目
的
は
市
内
大
手
企
業

の
横
浜
ゴ
ム
新
城
工
場
が
取
り
組
む
生

物
多
様
性
実
践
活
動
の
一
環
と
し
て
千

枚
田
内
に
二
か
所
の
ビ
オ
ト
ー
プ
を
造

成
、
生
物
の
再
生
を
行
っ
て
お
り
工
場
長

さ
ん
、
取
締
役
さ
ん
共
々
訪
れ
、
移
殖
、

再
生
さ
れ
た
ヤ
マ
ア
カ
ガ
エ
ル
の
生
態
、

成
果
を(

舜)

が
説
明
す
る
羽
目
に
な
っ

た
。
右
京
さ
ん
も
卵
塊
か
ら
生
ま
れ
る

(

ハ
ッ
チ
ア
ウ
ト
す
る)

オ
タ
マ
ジ
ャ
ク

シ
に
感
動
を
覚
え
た
よ
う
で
あ
っ
た
。 

 
余
談
だ
が
、
六
月
の
「
灯
そ
う
千
枚
田
」

に
は
自
転
車
で
来
よ
う
か
な
・
・
な
ど
と

四
谷
の
千
枚
田
の
フ
ァ
ン
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
。 

明
朗
ク
ラ
ブ
研
修
旅
行 

 

二
月
二
十
二
日
、
連
谷
明
朗
ク
ラ
ブ
会

員
二
十
二
名
は
日
帰
り
で
西
尾
市
の
三

河
温
泉
「
海
遊
亭
」
に
出
か
け
た
。 

 

冒
頭
、
丸
山
惇
志
会
長
は
合
併
前
の
鳳

来
町
の
時
分
に
は
三
十
四
団
体
あ
っ
た

が
、
新
城
市
に
な
っ
て
減
少
の
一
途
を
辿

り
、
現
在
は
旧
鳳
来
町
に
は
二
団
体
の
み

で
、
今
日
、
こ
う
し
た
研
修
旅
行
を
す
る

よ
う
な
元
気
な
ク
ラ
ブ
は
全
く
な
く
寂

し
い
限
り
で
あ
る
と
挨
拶
さ
れ
た
。 

 

海
遊
亭
で
は
梅
沢
富
美
男
張
り
の
大

衆
演
劇
を
観
劇
、
昼
食
も
日
頃
の
シ
シ
肉

や
山
芋
と
違
っ
た
海
鮮
料
理
に
舌
鼓
、
つ

い
つ
い
ト
ッ
ク
リ
が
た
く
さ
ん
転
ん
だ
。 

山
の
神 

 

二
月
二
十
六
日
、
身
平
橋
組
の
山
の
講

が
あ
っ
た
。
こ
の
日
は
女
人
禁
制
の
御
山

に
集
ま
り
御
神
酒
を
い
た
だ
き
、
大
き
な

火
を
焚
き
、「
お
き
り
」
で
「
お
は
た
き
」

を
焼
き
豊
作
と
無
病
息
災
を
願
っ
た
。 

・
山
の
神
様
の
祀
り
の
日
に
山
仕
事
や
山

へ
入
る
と
神
隠
し
や
何
か(

不
幸)

が
あ

る
そ
う
だ
げ
な
・
・ 

・
春
の
山
の
講
で
大
き
な
火
を
焚
く
も
ん

で
山
の
神
様
が
ビ
ッ
ク
リ
こ
い
て
眼
を

覚
ま
し
、
毎
日
、
田
ん
ぼ
の
水
見
に
周
っ

て
く
れ
る
だ
げ
な
・
・
ご
苦
労
に
ず
～
と

秋
の
山
の
講
ま
で
続
け
て
く
れ
と
る
だ

げ
な
・
・
そ
れ
で
、
春
と
秋
に
お
祀
り
を

せ
る
の
が
判
っ
た
。
御
か
げ
で
俺
ん
と
う

は
二
回
「
お
は
た
き
」
や
御
神
酒
が
飲
め

る
っ
ち
ゅ
う
も
ん
だ
。
カ
カ
ア
は
居
ら
ん

し
安
気
な
も
ん
だ
。
ま
ぁ
～
「
お
は
た
き
」 

を
つ
ま
み
に
呑
ま
ま
行
か
ん
・
・ 

役
員
会 

 

二
月
二
十
五
日
、
保
存
会
役
員
会
が
連

谷
会
館
で
開
か
れ
た
。 

議
題
①
四
谷
区
長
か
ら
協
力
要
請
の
あ

っ
た
「
ふ
れ
あ
い
広
場
に
お
け
る
パ
ワ
ー

ト
レ
イ
ル
エ
イ
ド
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
の
協

力
に
つ
い
て 

結
果:

前
日
、
役
員
の
出

役
、
当
日
は
広
く
呼
び
か
け
接
待
・
協
力

す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
②
横
浜
ゴ
ム
新
入

社
員
研
修
の
受
け
入
れ 

結
果;

本
年
で

十
二
回
目
に
な
る
。
受
け
入
れ
を
了
解
。 

そ
の
他 

事
業
進
捗
、
役
員
改
選
な
ど 

今
後
の
予
定 

・
三
月
二
十
四
日
、
安
城
緑
ネ
ッ
ト
役
員

事
前
視
察
対
応 

・
三
月
二
十
六
日(

日)

、
午
後
九
時
～
リ

ー
ダ
ー
ズ
Ⅱ
が
Ｔ
Ｂ
Ｓ
系(

Ｃ
Ｂ
Ｃ)

で
放
送
、
前
週
に
は
前
編
の
再
放
送
さ

れ
る 

・
三
月
二
十
八
日
、
「
八
雲
だ
ん
ご
」
来

年
の
カ
レ
ン
ダ
ー
作
成
打
ち
合
わ
せ 

・
四
月
五
日(

水)

、
横
浜
ゴ
ム
新
入
社
員

研
修 
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成
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